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この行事は毎年２月の初午の日に、五日町の男子によって行われている奇祭である。昔は年男といわれる２
５歳、４２歳の厄年の男子によって火伏せと厄払いを合わせた祭であった。最近はこの民俗伝統行事を継承す
るため、小学生の高学年も参加するようになった。
宿の菅原家で身に付けるしめ縄を各自で作り、裸に三本巻き付け、頭には藁（わら）の冠をかぶり、顔にはス
スを塗った男たちは、一斉に宿を出て※大慈寺（だいじじ）の火伏せの神である秋葉山大権現に参拝し、これ
で初めて神の使いに化身する。参拝後山門をくぐり出て、往古大慈寺のあった諏訪森（すわもり）の麓で祈
願。市街地に出てから、各戸で準備している桶の水を家々に掛けながら、火伏せを祈願して歩く。市街地を抜
け八幡神社、若草神社を参拝し、二股川を越えて中嶋地区や四十田地区も火伏せを祈願して歩く。沿道の
観光客は、水かぶりの男たちが身に付けた藁を競って抜き、家の屋根に上げて1年の火伏せを祈願する。男た
ちが家々を巡る前には、オカメとヒョットコ（火男）の姿をした者二人が家々を回りご祝儀を頂く。

※大慈寺
もとは諏訪森大慈寺と称した奥州藤原氏創建になる天台宗のお寺であった。藤原氏の没落後は退転を繰
り返したが、永享元年（１４２９）黒石の正法寺四世中山良用和尚開基曹洞宗のお寺となり、現在に至ってい
る。創建以来数度の火災に遭っている。平成２３年、檀家の寄付により本堂が新築された。境内には市指定文
化財の山門・秋葉大権現・西行の歌碑・経王塔・遠藤曰人（あつじん）の句碑等がある。
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に

「
夢
と
希
望
を

」
。
ま
た

「
復
興
支
援

」
を
目
的
と
し

た
親
子
教
育
講
演
会

（
伝
統

芸
能
鑑
賞
会

）
が

、
1
月
２

日
米
川
小
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た

。

　
こ
の
講
演
会

、
米
川
小
学

校
P
T
A

（
会
長
＝
佐
藤
信

昌
氏

）
、
米
川
公
民
館

、
米

川
つ
く
し
会

（
会
長
＝
小
野

寺
幹
男
氏

）
の
共
催
で
開
催

し

、
児
童
・
保
護
者
そ
し
て

地
域
の
方
々
総
勢
１
８
０
名

が

、
津
軽
三
味
線
の
歴
史
や

演
奏
そ
し
て
仲
良
し
三
兄
妹

の
ト
ー
ク
を
堪
能

。

　
子
ど
も
た
ち
は

、
初
め
て

見
聞
き
す
る
三
味
線
に
興
味

津
々
で

、
ト
ー
ク
で
は
た
く

さ
ん
の
質
問
が
で
ま
し
た

。

　
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
今

年
は

、
大
き
な
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た

。
今
回
の
柴
田
三

兄
妹

、
1
月
1
日
開
催
し
た

文
化
祭
前
夜
祭
で
は

、
ロ
ン

ド
ン
五
輪
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
選

手
3
名
と
の
出
会
い
な
ど

、

思
い
出
に
残
る
１
年
だ

っ
た

で
し
ょ
う

。
子
ど
も
た
ち
は

「
日
本
の
宝

」
で
す

。
地
域

一
丸
と
な
り
暖
か
く
見
守

っ

て
い
き
ま
し
ょ
う

。

第
　
回

東
和
町
少
年

剣
道
選
手
権
大
会

目
指
す
は
全
日
本
選
手
権

　
今
回
は

、
火
災
多
発
時
季

に
合
わ
せ

「
家
電
製
品
の
安

全
な
取
扱
い

」
に
つ
い
て
も

学
習

。
コ
ン
セ
ン
ト
や
コ
ー

ド
か
ら
の
出
火
な
ど

、
普
段

あ
ま
り
気
に
し
な
い
細
か
な

点
ま
で

、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が

ら
学
習
し
ま
し
た

。

困

っ
た
場
合
の
相
談
先
は

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
ἤ

（
２
２

）
５
７
０
０

　
鍛
錬
の
成
果
と
技
術
向
上

そ
し
て
健
全
育
成
を
主
目
的

に

、
第
1
回
東
和
町
少
年
剣

道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
ス

ポ
少
東
和
支
部

、
主
管
＝
東

和
町
剣
道
会

）
が

、
1
月
９

日

、
米
川
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た

。

　
こ
の
大
会
に
は
町
内
の
小

学
生
・
中
学
生
合
わ
せ
て
１

名
が
参
加
し
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た

。

　
し
か
し
少
子
高
齢
化
の
影

響
で

、
少
年
剣
士
が
年
々
減

少

、
一
方
指
導
者
の
高
齢
化

も
懸
念
材
料
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
が
悩
み
の
種

。

大
会
結
果
は
次
の
通
り

。

【
男
子
小
学
中
学
年
の
部

】

▽
優
勝
　
工
藤
琉
生
君

▽
準
優
勝
及
川
悠
斗
君

▽
優
勝
　
　
佐
藤
太
洋

悪
徳
商
法
に
遭

わ
な
い
た
め
に

【
男
子
小
学
高
学
年
の
部

】

▽
優
勝
　
佐
藤
太
洋
君

▽
準
優
勝
及
川
尚
哉
君

【
女
子
高
学
年
の
部

】

▽
優
勝
　
佐
藤
海
月
さ
ん

【
男
子
中
学
の
部

】

▽
優
勝
　
佐
藤
太
寅
君

▽
準
優
勝
小
西
涼
介
君

▽
三
位
　
首
藤
悠
希
君

【
女
子
中
学
の
部

】

▽
優
勝
　
芳
賀
明
日
花
さ
ん

▽
準
優
勝
佐
々
木
悠
さ
ん

　
出
前
講
座
を
開
催

　
　
　
米
川
長
生
大
学

「
多
種
多
様
な
勧
誘
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に

」
と

、

米
川
長
生
大
学

（
運
営
委
員

長
＝
佐
藤
尚
衛
氏

）
で
は
１

月
５
日
・
６
日
の
両
日

、
４

会
場
に
お
い
て

、
勧
誘
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
対
応
方
法
の

勉
強
会
を
開
催

。

　
繰
り
返
し
て
学
習

　
今
年
2
回
目
と
な
る
同
種

の
勉
強
会
に
は
4
会
場
で
９

名
が
参
加

。
繰
り
返
し
学
習

す
る
こ
と
で

、
ま
た
話
題
提

供
す
る
こ
と
で
意
識
し
て
も

ら
い

「
被
害
ゼ
ロ

」
を
目
指

し
て
い
ま
す

。

　
講
師
に
は

、
県
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
石
垣
直
美
相

談
員

、
小
野
寺
恭
子
相
談
員

を
お
招
き
し
て
行
わ
れ

、
参

加
者
は
講
師
の
お
話
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た

。

米川小学校 

親子教育講演会 

津軽三味線の 仲良し柴田三兄妹 

12 

10 

20 

津軽三味線を真剣に聴く子どもたち 

真剣に聴く参加者（米川公民館） 真剣に聴く参加者（国際交流センター） 

30 

13 

12 

91 12 

真剣勝負の少年剣士たち 

30 
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開催日時：平成２５年１月２０日（日曜日）　１０：００～１１：３０
場　　　所：米川公民館
対　象　者：米川地域内の方及び団体
内      容：新年の祝賀と舞いそして初笑い（落語家２名来町）

　 男の料理教室
開催日時：平成２５年１月２５日（金曜日）　１８：３０～
場　　　所：米川公民館
対　象　者：米川地域内の方
会      費：１，５００円

ユ
ニ
カ
ー
ル
で

　
　
益
々
元
気
に
！

米
川
若
草
会

　

「
若
者
た
ち
に
は
負
け
な

い
ぞ
！

」
と

、
米
川
若
草
会

（
会
長
＝
首
藤
誠
氏

）
は

、

健
康
増
進
と
会
員
の
親
睦
を

目
的
に

、
ユ
ニ
カ
ー
ル
競
技

を

、
会
の
年
間
行
事
に
取
り

入
れ
よ
う
と

、
1
月
1
日

、

ユ
ニ
カ
ー
ル
競
技
の
勉
強
会

を
米
川
公
民
館
で
開
催

。
会

員
１
名
が
参
加
し

、
ル
ー
ル

や
攻
守
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
熱

心
に
勉
強
し
ま
し
た

。

　
勉
強
会
の
挨
拶
で

「
ユ
ニ

カ
ー
ル
を
事
業
に
取
り
入
れ

て

、
春
夏
秋
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
で

、
冬
は
ユ
ニ
カ
ー

ル
で
健
康
の
増
進
に
努
め
ま

し
ょ
う

」
と
首
藤
会
長

。
ま

た

「
２
月
の
支
部
長
杯
に
出

場
し
た
い

」
と
コ
メ
ン
ト

。

 
 

 

 
 

▬
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Ώ
ᴴ
◒
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十
二
月
の
『一
人
一
句
』 

（落
葉
、霜
、布
団
） 

  

選
者 

＝ 

米
川
公
民
館
俳
句
愛
好
会
講
師  

藤
野 

尚
之  

   

今
日
の
日
の
始
ま
る
落
葉
掃
き
に
け
り 

  

落
葉
舞
ふ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
円
通
院 

  

月
光
の
霜
と
な
り
け
り
塀
も
木
も 

  

身
二
つ
に
な
り
し
娘
（こ
）に
掛
く
布
団
か
な 

  

霜
を
踏
む
昨
日
一
寸
今
日
二
寸 

  

お
日
さ
ま
の
香
り
ふ
ふ
め
る
布
団
か
な 

  

朱
の
橋
の
池
の
汀
の
落
葉
船 

  

ひ
と
と
き
の
窓
の
日
射
し
に
布
団
干
す 

  

隊
列
の
雁
声
響
く
今
朝
の
霜 

  

嫁
入
り
の
布
団
縫
ひ
た
る
母
は
亡
し 

  

陽
の
昇
る
程
に
消
え
ゆ
く
屋
根
の
霜 

             

選
者
の
一
句 

  
布
団
干
す
沖
に
荒
島
椿
島     

藤
野 

尚
之           

   

 

米
川  

及
川
裕
子 

米
谷  

村
上
君
枝 

米
川  

小
野
寺
和
彦 

米
川  

千
葉
富
子 

米
川  

千
葉
勝
保 

米
川  

及
川
豊
子 

米
川  

小
野
寺
好
道 

米
川  

千
葉
サ
キ
コ 

錦
織  

及
川
守
男 

米
谷  

亀
卦
川
た
き
子  

米
谷  

渡
部
康
郎 

12 

20 

20 

すぐに技術をマスターした参加者 
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│ Ặ Ṯɀ Ṯ
1 ṍ ûąð Ίͧβῂ ɀ üčĞ ℓ
2 22 ṍ ę÷ÿĝĜüῂ
3 23 Ṯ
4 ῶ ɨ Ωɩ 24
5 25 ῶ ͚Ηͻĕõĝῂ ɀ Ε ῂ ɨ ɩ
6 26 üčĞ ℓ
7 ₲ │ Ặ Ṯ 27
8 ṍ Ṯɀǻȅǰ Ίͧβῂ
9 Ṯ ǼȍȞ ℓ
10 29 ṍ ę÷ÿĝĜüῂ

Ήγͯ βᴴ◒Ṯɀẃ ῂ 30 Ṯɀ͚Ηͻĕõĝῂ
͚Ηͻĕõĝῂ 31

12 Ṯɀ üčĞ ℓ
13 1 ῶ
14 ₲ ǻȅǰ Ίͧβῂ ɀ ǼȍȞ ℓ 2
15 ṍ ę÷ÿĝĜüῂ 3
16 Ṯ 4 ₲ │ Ặ Ṯɀę÷ÿĝĜüῂ
17 5 ṍ
18 ῶ ẃ ῂ 6 Ṯ
19 üčĞ ℓ 7
20 ךּ Ṯ >ʤ▬ ἡ Ῐ Ζ ᾤṁ Ε ΕΧὕ

̌₲ Ε

21 ₲

28 ₲

̋₲Ε

11 ῶ

Ε

ͣ
Ν
β

ȿ
ȿ
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
の

⁫

ȿ
ȿ
米
川
の
水
か
ぶ
り
保
存
会

ȿ

☿

Ε

β

Ε

ͣ
Ν
β

ה

⁫

Ḻ

Ẇ

Β

Ά

̋
₲
̋

Ε

ͣ
Ν
β

Ṯ

Ṯ

∞

ᵺ

Ε
Ј
К
Ϸ

ͤ

Ώ
Α
β

꜠
ͭ
̎
ף

Ε

ͣ
Ν
β

⁫
κ

ה

̍
̎
̐
꞊

ḇ
͜
Β
̌

ͫ
Ε

ὂ
Β
͢

β
κ
̪
̬
ͯ
ΰ
͞
Ώ
̌

ᵘ

ͣ
α

ͯ
Ό
͜
γ

דּ

Ζ
2
₲
9

Ε
Ẇ

Ύ
͚
β

ͧ
Ε
ͬ

κ
͢

Ά
ͯ
Ό
Φ
͵

Ώ

∞

ᵺ
Ṯ

2,692

186
131

251
263
226
281
193

67

128
128
115
152

137
1,375

364

72
114

123

114
129
79

135

287

行政区

100

６区

３区
156

90

167
169

79

１区

993
１０区

７区 111

２区

４区
５区

1,317
42 70

８区
９区

計

117 178

73

Ε Ώ ◊
女

190
164

平成２４年１１月末現在
計（人）男世帯数
357
333

179
127

12 

23 

╦ὕ 
    ͚ͩΦͯΌ͢ΩΎΏ͞ΐͮ͜Φ͵ 
 皆様には、健やかに新年をお迎えのこと
とお喜び申し上げます。旧年中は地域の
皆様方に多大なご支援ご協力を賜りまし
て感謝申し上げます。  
  昨年は、震災の影響も加わり、地域を
取り巻く環境が悪化する中、地域のホット
な話題や情報を記事に、乱文ながらも読
者の視線で精一杯新聞づくりを心掛けて
きました。今年も皆様に愛される新聞づく
りを目指しますのでよろしくお願いいたし
ます。             沼倉祐之 

20 

保存会のメンバーと人形 
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Ḭ

כֿ צּ צּ קּ ךּ נּ כֿ Ḯךּ

︡ לּ ṕ Ṗ ︡ אל

אל ṡ Ṣּצ ︡

וֹ ךּ Ḯ ︣ ︣ ṡ פּ Ṣ

טּצּ Ḯֿכ צּ ךּ פּ צּךּ צּ

︡ ︡ נּ ךּ

Ḯ ṕ ךּ Ṗ ףּפֿ

ךּ פּ ︡ ךּ ︡ ︡

︡ Ḯ Ṅ אל וֹפּ צּ וֹ Ḯ Ṅ פּ

קּ בֿ ףּ ︣ Ḯּך פֿ פּ פּ פּ צּךּ ףּ טּ

ךּ ךּ כֿ כֿ שּ וֹ צּ ךּ

Ḯ שּ תּ פּףּ

צּ Ṅ כḭֿשּ ṡּ︡כֿאלפṢ צּ

Ḯֿכ ￼אלפּפּ כֿ צּ

וֹ ךּ Ḯ


